
こ の ク ラ ブ規 約 （ 以 下 、 「 本 規 約 」 と す る ） は 、 一 般 社 団 法 人 和 歌

山 希 望 ク ラブ （ 以 下 「 当 ク ラ ブ 」 と す る ） と 、 チ ーム選 手 （ 以 下 ｢ 賛 助

会 員 ｣ と い う ） と の関 係 に適 用 し 、 受 講 、 会 費 、入 会 、退 会 及 び賛

助 会 員 の権 利 義 務 等 、当 ク ラ ブの運 営 方 法 の基 本 的 事 項 を定 め

る ものです 。  

 

第 1 章  総 則  

( 受 講 規 約 の適 用 )  

第 1 条  当 ク ラブは 、賛 助 会 員 との間 に本 規 約 を定 める こ と に よ り 、

当 ク ラ ブの運 営 を行 います 。 ま た 、 当 ク ラ ブ が随 時 必 要 に応 じ て発 表

す る諸 規 定 も 、本 規 約 の一 部 を構 成 し ます 。  

( 賛 助 会 員 規 約 の変 更 )  

第 2 条  当 ク ラブは 、円 滑 な運 営 のために必 要 と判 断 した場 合 に

は 、賛 助 会 員 の事 前 の承 諾 を得 る こ と な く 、 本 規 約 を変 更 す る こ と

が で き ます 。変 更 後 の規 約 については 、当 ク ラ ブの  サイ ト上 への掲

載 、各 種 コ ミ ュ ニ テ ィ への投 稿 、電 子 メール 、書 面 、 その他 当 ク ラ ブが

適 切 と判 断 す る方 法 に よ り通 知 した時 点 か ら 、 その効 力 を生 じ ま

す 。  

( 用 語 の定 義 )  

第 3 条  本 規 約 において使 われる用 語 については 、次 の各 号 に定

義 し ます 。  

( 1 )  賛 助 会 員 とは 、当 ク ラ ブの目 的 に賛 同 して ス クール （ 各 教 室 ）

お よ び チームの申 し込 みを し 、 理 事 会 にて活 動 及 び受 講 を承 認 され

た団 体 も し く は個 人 をいいます 。  

( 2 )  書 面 とは 、当 ク ラ ブが指 定 した書 式 に よ る文 書 、 ま たは任 意 の



書 式 によ る文 書 ( 電 子 書 面 を含 む ) を指 し ます 。 ま た 、 入 会 申 込 時

に登 録 してい る電 子 メールア ド レ スからの発 信 に よ る当 ク ラ ブ 事 務 局

への通 知 、連 絡 も書 面 と認 め られます 。  

 

第 ２ 章  入 会 申 込 等  

（ 入 会 申 込 等 ）  

第 4 条  当 ク ラブのチームの賛 助 会 員 申 込 をす る方 は 、 入 会 申 込

書 、 も し く は 、 W e b サイ ト 上 の申 込 フ ォームに必 要 事 項 を記 載 し て 、

当 ク ラ ブ事 務 局 に提 出 す る こ と と し ます 。  

2 .  当 ク ラ ブの事 務 局 は 、前 項 の申 し込 みがあっ た と きは 、第 5 条 に

定 めに従 い 、 活 動 及 び受 講 の承 認 ・ 不 承 認 を決 定 し 、 こ れ を 入 会

申 込 者 に対 し通 知 し ます 。  

3 .  第 6 条 に定 める入 会 金 の納 入 日 を賛 助 会 員 申 込 日 と し ます 。

ま た 、 入 会 時 に月 会 費 の銀 行 引 落 届 出 書 および会 員 カー ド発 行

用 の写 真 を提 出 必 要 があ り ます 。  

（ 受 講 の不 承 認 等 ）  

第 5 条  当 ク ラブは 、受 講 生 にな ろ う と す る者 が 、第 4 条 の申 し込

みがあっ た と き 、  次 の各 号 に該 当 する場 合 、 入 会 申 込 を承 認 し な

い こ とがあ り ます 。  

( 1 )  当 ク ラ ブの趣 旨 に賛 同 していない こ と  

( 2 )  過 去 に本 規 約 違 反 またはその他 規 約 に違 反 し こ と を理 由 と し

て除 名 または退 会 処 分 を う けた こ とがあ る こ と  

( 3 )  第 4 条 の入 会 申 込 書 の記 載 事 項 に 、虚 偽 記 載 、誤 記 または

記 入 漏 れがある と き  

( 4 )  その他 、前 各 号 に準 ずる場 合 で 、当 ク ラ ブが入 会 申 込 を適 当

でない と判 断 した場 合  



（ 受 講 料 ）  

第 6 条  入 会 のための料 金 は 、 入 会 金 は 、 1 名 につ き 7 , 0 0 0 円 に

な り ます 。 ま た 、 同 時 に年 会 費 3 , 0 0 0 円 と月 会 費 4 ， 0 0 0 円 あわせ

て 1 4 , 0 0 0 円 の入 金 が必 要 にな り ます 。  

2 .  受 講 生 は第 4 条 第 2 項 によ り 入 会 申 込 を承 認 され 、通 知 を

受 けた後 、指 定 のあ る方 法 にて 、 入 会 金 、年 会 費 と月 会 費 を納 入

す る必 要 があ り ます 。  

3 .  受 講 料 は 、自 動 口 座 振 替 の手 続 を通 じ て 月 会 費 を納 入 し なけ

ればな り ません 。月 会 費 は 、毎 月 2 7 日 （ 休 日 の場 合 には翌 営 業

日 ） に 、 翌 月 分 の活 動 費 及 び受 講 料 と し て引 き落 と され ます 。 こ う し

て納 付 された月 会 費 は 、返 還 し ない もの と し ます 。 （ 口 座 振 替 でき る

銀 行 は 、紀 陽 銀 行 と し ます ）  

 

第 ３ 章  賛 助 会 員 資 格 の喪 失  

（ 退 会 ・ 休 会 ）  

第 9 条  賛 助 会 員 が退 会 し よ う と す る と きは 、別 途 定 める退 会 届 を

事 務 局 に提 出 しなければな り ません 。毎 月 5 日 までに退 会 届 が受

理 されま し た ら 、 その月 の 2 7 日 （ 休 日 の場 合 には翌 営 業 日 ） 分 よ

り 自 動 引 き落 と しの停 止 が可 能 とな り ます 。  

2 .  賛 助 会 員 が退 会 す る際 には 、退 会 日 までにそれまで滞 納 し てい

た会 費 等 を全 て支 払 う必 要 があ り ます 。  

3 .  賛 助 会 員 は次 のいずれかの一 つに該 当 す る と きは 、退 会 し た も

の と見 な し ます 。  

( 1 )  後 見 開 始 または補 佐 開 始 の審 判 を受 けた と き 。  

( 2 )  死 亡 し または失 踪 宣 告 を受 けた と き 。  



( 3 )  法 人 または団 体 が解 散 し 、 ま たは破 産 した と き 。  

( 4 )  月 会 費 を納 入 せず 、督 促 後 6 カ 月 経 過 した と き 。  

4 .  賛 助 会 員 が休 会 す る と きは 、別 途 定 める休 会 届 を事 務 局 に提

出 しなければな り ません 。毎 月 5 日 までに休 会 届 が受 理 されま し た

ら 、 その月 の 2 7 日 （ 休 日 の場 合 には翌 営 業 日 ） 分 よ り自 動 引 き

落 と しの停 止 が可 能 とな り ます 。  

（ 除 名 ）  

第 1 0 条  当 ク ラ ブは 、賛 助 会 員 が次 の各 号 に該 当 す る と きは 、当

該 賛 助 会 員 に対 し事 前 に通 知 及 び勧 告 す る こ と な く 、 当 該 賛 助 会

員 の資 格 を停 止 または解 除 す る こ とがあ り ます 。  

( 1 ） 月 会 費 が支 払 われない と き  

( 2 ） 内 外 の諸 法 令 または公 序 良 俗 に反 す る行 為 を行 った と き  

( 3 ） 当 ク ラ ブ 、 他 の賛 助 会 員 または第 三 者 の商 標 権 、特 許 権 、意

匠 権 、著 作 権 、 その他 財 産 、 プ ラ イ バシー を侵 害 した場 合 またはその

おそれのある行 為 を し た場 合  

( 4 ） 当 ク ラ ブ 、 他 の賛 助 会 員 または第 三 者 を誹 謗 中 傷 する情 報 を

流 した と き  

( 5 ） 入 会 申 込 書 に虚 偽 の事 項 を記 載 した こ とが判 明 した と き  

( 6 ） 当 ク ラ ブ 、 他 の賛 助 会 員 または第 三 者 の名 誉 または信 用 を失

墜 させ る行 為 があ った と き  

( 7 ） 本 規 約 に違 反 した場 合  

( 8 ） そ の他 、当 ク ラ ブ が賛 助 会 員 と し て不 適 当 と判 断 した場 合  

（ 賛 助 会 員 の資 格 喪 失 に伴 う権 利 及 び義 務 ）  

第 1 1 条  賛 助 会 員 が第 9 条 または前 条 の規 定 によ り その資 格 を

喪 失 した と きは 、当 ク ラ ブに対 する権 利 を失 います 。 ま た 、 未 履 行 の



義 務 及 び規 則 に定 めがある場 合 は 、継 続 し て義 務 を負 います 。  

2 ． 当 ク ラ ブは 、賛 助 会 員 がその資 格 を喪 失 した場 合 、既 に納 入 し

た会 費 その他 の拠 出 金 品 は返 還 いた し ません 。 た だ し 、 当 ク ラ ブ が募

集 す る基 金 に関 しては 、別 途 定 める募 集 要 項 に従 い返 還 す る もの と

し ます 。  

 

第 ４ 章  禁 止 行 為  

( 禁 止 行 為 )  

第 1 2 条  当 ク ラ ブの認 定 講 師 と し ての資 格 取 得 を し た方 を除 き 、

賛 助 会 員 は無 断 で当 ク ラ ブの名 称 及 び受 講 生 名 簿 等 、 またその活

動 主 旨 ・ 活 動 内 容 を利 用 し て 、 個 人 や他 の特 定 団 体 の利 益 等 を

目 的 と し た宣 伝 活 動 や営 業 活 動 を行 っ てはいけません 。  

２  その他 、第 1 0 条 各 号 に定 める行 為 、当 ク ラ ブの主 旨 に反 す る

行 為 等 を行 っ てはいけません 。  

 

第 ５ 章  情 報 管 理  

（ 個 人 情 報 の保 護 ）  

第 1 3 条  

1 .  賛 助 会 員 の個 人 情 報 ( 住 所 ・ 氏 名 ・ 写 真 ・ 電 話 番 号 ・ F A X

番 号 ・ 電 子 メ ールア ド レ ス等 ) は 、個 人 情 報 保 護 のため 、全 賛 助 会

員 がその取 扱 いには十 分 注 意 し 、 賛 助 会 員 以 外 の第 三 者 に名 簿

を有 償 ･ 無 償 を問 わず譲 渡 も し く は貸 与 し 、 ま たはその内 容 の一 部 も

し く は全 部 を何 らかの媒 体 に公 表 してはいけません 。  

２  当 ク ラ ブは 、当 ク ラ ブが保 有 する賛 助 会 員 の個 人 情 報 に関 し て



適 用 され る法 規 を遵 守 す る と と も に 、当 ク ラ ブが別 途 定 める個 人 情

報 保 護 方 針 に従 い 、当 該 個 人 情 報 を適 切 に取 り扱 う もの と し ます 。  

 

第 ６ 章  知 的 財 産  

( 知 的 財 産 の帰 属 )  

第 1 4 条  当 ク ラ ブが創 作 するすべての著 作 物 、 ノ ウハウ 、 ア イ デ ィ

ア 、 発 明 、考 案 、意 匠 、商 標 等 に関 す る権 利 は 、当 ク ラ ブ に帰 属 し

ます 。  

( 知 的 財 産 の保 護 )  

第 1 5 条  当 ク ラ ブが作 成 し発 行 す る全 ての資 料 ・ デー タ等 について

は 、無 断 で他 の媒 体 に掲 載 し 、 第 三 者 に  有 償 ･ 無 償 を問 わず譲

渡 も し く は貸 与 し 、 ま たは公 表 し てはいけません 。  

  

第 ７ 章  損 害 賠 償 等  

( 損 害 賠 償 )  

第 1 6 条  賛 助 会 員 が 、本 規 約 及 び本 規 約 に基 づ く諸 規 則 に反

し 、 ま たはそれに類 す る行 為 に よ っ て当 ク ラ ブが損 害 を受 けた場 合 、

当 該 賛 助 会 員 は 、当 ク ラ ブが受 けた損 害 を当 ク ラ ブに賠 償 す る こ と

と し ます 。  

( 免 責 )  

第 1 7 条  当 ク ラ ブは 、賛 助 会 員 に提 供 す るサービスの利 用 によ り

発 生 した賛 助 会 員 の損 害 等 に対 し 、当 ク ラ ブの故 意 または重 過 失

によ る場 合 を除 き 、いかな る理 由 によ って も損 害 賠 償 責 任 その他 一

切 の責 任 を負 わない もの と し ます 。  



第 ８ 章  残 存 条 項  

( 残 存 条 項 )  

第 1 8 条  退 会 した場 合 または会 員 資 格 が停 止 も し く は解 除 された

場 合 であ っ て も 、第 1 2 条 乃 至 第 1 7 条 および本 条 の規 定 は有 効

に存 続 す る もの と し ます 。  

 

第 ９ 章  その他  

（ 準 拠 法 ）  

第 1 9 条  本 規 約 の成 立 、効 力 、履 行 および解 釈 に関 し ては 、日

本 法 が適 用 され る もの と し ます 。  

（ 合 意 管 轄 ）  

第 2 0 条  賛 助 会 員 と当 ク ラ ブの紛 争 については 、 和 歌 山 地 方 裁

判 所 をその管 轄 裁 判 所 と し ます 。  

( 規 定 の追 加 )  

第 2 1 条  本 規 約 に定 めのない事 項 で 、必 要 と判 断 され る事 項 につ

いては 、順 次 当 ク ラブ が定 める もの と し ます 。  

附 則  

本 規 定 は 、令 和 2 年 3 月 １ 日 から施 行 し ます 。  

令 和 2 年 1 1 月 2 日 改 定  

令 和 5 年 4 月 1 日 改 定  


